





芸春秋オール読物号」1931 年 4 月）に始まり、1957 年の「鉄砲の音」（「オール読物」1957 年
8 月）まで 383 編の作品が書かれた1。横溝正史の「人形佐七捕物帳」の総数が 180 編（『完本　














Illustrations for “Zenigata Heiji Torimonohikae”
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1 「銭形平次捕物控」のデータについては、「銭形平次捕物全集―銭形倶楽部」（http://www.zenigata.club）の「参
考資料」を参照した。野村胡堂・あらえびす記念館のホームページ（http://kodo-araebisu.jp/）でも作品総数を
383 編としている。胡堂の作品総数が 700 余りとされるので、半数以上が銭形平次シリーズの作品となる。





る（1916 年 3 月『新演芸』）。さらに、卒業と前後して詩や小説などの抜粋に版画を添えた『朝

































































































































































図 4　第 23 回（画稿）
図 5　第 14 回（画稿）





















































































図 8　第 34 回（下絵）
－ 140 －
野村胡堂「銭形平次捕物控」の挿絵
らなのか、理由は不明である。ともかく作品の終幕（連載は次回の第 35 回で終了）に、名刺
代わりの投げ銭を置いた形ではある。
5．おわりに
　今回、清水三重三による「醜女解脱」の挿絵をめぐって考察してきた。そこには小説家と挿
絵画家とのあうんの呼吸ともいうべき連携が見てとれる。それには、作家と挿絵画家の関係性
とともに、小説全体を参照しながら作画ができるという環境も作用しているであろう。もちろ
ん常にそうした関係・環境が用意されているとは限らない。また銭形平次の挿絵を描いた清水
以外の画家たちの置かれた状況は、それぞれ異なろう。これをきっかけとして、「銭形平次捕
物控」全体の挿絵を考察していくのが今後の課題である。
